






 

 

 

 

 

 

 

１． 大学・大学短期大学部の 

  沿 革 ・ 現 況 



 

２００９ 年 度 点 検 評 価 改 善 用 紙  

（大学・大学短期大学部の沿革・現況等用） 

                 

項 目 名  大学・大学短期大学部の沿革・現況等  

作 成 者  学長 植田浩司  

 

法  人  及  び  大  学  ・  短  期  大  学  の  概  要  

名 称  学校法人 西南女学院  

所在地  福岡県北九州市小倉北区井堀１－３－１  

理事長  田 中 綜 二  
法   人  

院 長  岩 阪 憲 和  

名 称  西南女学院大学  

所在地  福岡県北九州市小倉北区井堀１－３－５  

学 長  植 田 浩 司  

大   学  

学部の

構成  

保健福祉学部  

看護学科  

 福祉学科  

 栄養学科  

人文学部  

 英語学科  

 観光文化学科  

 人文学科（2006 年４月から募集停止）  

助産別科（2008 年 4 月開設）  

名 称  西南女学院大学短期大学部  

所在地  福岡県北九州市小倉北区井堀１－３－２  

学 長  植 田 浩 司  
短 期 大 学 

学科の

構成  

生活創造学科  

保育科  

 

法  人  が  設  置  す  る  他  の  教  育  機  関  の  概  要  

名 称  西南女学院中学校・高等学校  中  学  校  

高等学校  所在地  福岡県北九州市小倉北区上到津１－１０－１  

名 称  西南女学院大学短期大学部附属シオン山幼稚園  
幼 稚 園  

所在地  福岡県北九州市小倉北区井堀１－３－４  

 

沿                  革  

1922 年 

 

 

1935 年 

1938 年 

1946 年 

1947 年 

1948 年 

1950 年 

3 月 

 

 

3 月 

4 月 

3 月 

4 月 

3 月 

3 月 

J.H.ロウ氏設立者となり、修業年限５か年の高等女学校として西南女学

院設立。  

C.H.ロウ女史初代院長就任。  

西南家政学院（高女卒業後１か年）設立。  

財団法人西南女学院設立認可。  

西南女学院専門学校設立。英語科、生活科を置く。  

西南女学院中学校（新制）設置。  

西南女学院高等学校（新制）設置。  

西南女学院短期大学設立。英語科（80 名）、家政科（80 名）を置く。  



 

1951 年 

1952 年 

1958 年 

 

1960 年 

1962 年 

1965 年 

1971 年 

1972 年 

1976 年 

 

1980 年 

 

1982 年 

1985 年 

1987 年 

1989 年 

1990 年 

1992 年 

 

1993 年 

 

 

1994 年 

 

 

 

 

1996 年 

1997 年 

 

1999 年 

 

2000 年 

 

2001 年 

 

 

 

2002 年 

 

 

 

2003 年 

 

2004 年 

2006 年 

2 月 

2 月 

4 月 

 

4 月 

10 月 

4 月 

4 月 

4 月 

4 月 

 

4 月 

 

4 月 

6 月 

4 月 

7 月 

10 月 

2 月 

 4 月 

4 月 

 

12 月 

1 月 

3 月 

 

4 月 

5 月 

4 月 

12 月 

 

12 月 

 

4 月 

11 月 

8 月 

 

12 月 

 

4 月 

 

 

 

3 月 

 

4 月 

4 月 

学校法人西南女学院設立認可。  

西南女学院幼稚園設立認可。  

短期大学保育科増設。（50 名）  

短期大学家政科に対し栄養士養成施設（栄養士課程）の指定を受く。  

短期大学家政科（120 名）定員増。  

西南女学院創立 40 周年記念式典挙行。  

短期大学英語科（100 名）、家政科（200 名）、保育科（80 名）定員増。  

短期大学食物栄養科増設。（120 名） 

西南女学院創立 50 周年記念式典挙行。  

短期大学家政科専攻分離。（家政専攻 100 名、被服専攻 100 名）  

短期大学英語科（200 名、保育科（150 名）定員増。  

中学校、高等学校一貫教育体制の確立に伴い、西南女学院中学校・高等

学校と名称変更。  

西南女学院創立 60 周年記念式典挙行。  

短期大学ティフト大学（米国・ジョージア州）と姉妹校締結。  

短期大学英語科（200 名→250 名）臨時定員増（1987 年度～1995 年度）。 

短期大学マーサー大学（米国・ジョージア州）と姉妹校締結。  

短期大学開学 40 周年記念式典挙行。  

短期大学培花女子専門大学（韓国・ソウル特別市）と姉妹校締結。  

西南女学院創立 70 周年記念式典挙行。  

短期大学家政科定員変更。  

（家政専攻 100 名→150 名、被服専攻 100 名→50 名）  

西南女学院大学保健福祉学部（看護学科・福祉学科）設置認可。  

保健婦・看護婦学校の指定を受ける。  

西南女学院大学献堂（竣工）式挙行。  

大学・短期大学図書館竣工。  

西南女学院大学第１回入学式挙行。  

西南女学院大学開学記念式典挙行。  

短期大学英語科臨時定員増期間延長。（1996 年度～1999 年度）  

保健福祉学部福祉学科定員増（80 名→140 名）認可。  

【1998 年 4 月より】 

保健福祉学部看護学科定員増（50 名→80 名）認可。  

【2000 年 4 月より】 

短期大学英語科臨時定員増恒常定員化。（200 名→250 名） 

短期大学開学 50 周年記念式典挙行。  

保健福祉学部栄養学科設置認可。  

【2002 年 4 月より】 

西南女学院大学人文学部人文学科設置認可。  

【2002 年 4 月より】 

短期大学家政科専攻分離廃止、生活創造学科に名称変更。  

短期大学英語科（同一法人の既設する西南女学院大学に新設の人文学部

人文学科に改組転換）・食物栄養科（同一法人の既設する西南女学院大学

保健福祉学部に新設の栄養学科に改組転換）学生募集停止。  

短期大学英語科、食物栄養科廃止。短期大学生活創造学科定員変更。  

（200 名→100 名） 

西南女学院短期大学を西南女学院大学短期大学部に名称変更。  

西南女学院大学人文学部英語学科及び観光文化学科開設。  



 

2008 年 

2009 年 

 

2010 年 

4 月 

4月  

 

3月 

西南女学院大学助産別科開設。  

保健福祉学部福祉学科定員変更。（140 名→80 名）  

指定保育士養成施設開設。  

人文学科廃止。  

 



 

 

 

 

 

 

 

２．建 学 の 精 神、 

     大学・大学短期大学部の 

     基本理念、教育目的、 

     個 性・特 色 等 



２００９ 年 度 点 検 評 価 改 善 用 紙  

（建学の精神、大学・大学短期大学部の基本理念、教育目的、個性・特色等用） 

 

項 目 名  建学の精神（大学・大学短期大学部の基本理念）、教育目的、個性・特色等  

作 成 者  学  長  植  田  浩  司  評価・改善責任者   

建学の精神  

（大学・大学

短期大学部の

基本理念を含

む）  

 本学の建学の精神は、「感恩奉仕」となっている。この「感恩奉仕」

の精神は、学院創設時に校訓として掲げられたものである。「感恩」

は、神の恩寵の中に生かされている感謝を、「奉仕」は、隣人への愛

を意味する。  

 「感恩奉仕」の精神は、「キリスト教に基づく女子教育」を目的と

する学院全体の今日までの営みの中で、また法人が設置する各学校

が発展・充実していく中で、本学において「建学の精神」として醸

成されたものである。  

 なお、「キリスト教に基づく女子教育」の根幹に、学校法人西南女

学院寄附行為第３条第１項の規定があることを付記しておきたい。  

○学校法人西南女学院寄附行為 第３条第１項 

この法人は教育基本法及び学校教育法に従い、キリスト教に基づく女子教育を

行うことにより、個性豊かな人間を育成することを目的とする。  

大学・大学短

期大学部の使

命・目的（教

育 目 的 を 含

む）  

 大学の目的は、西南女学院大学学則第１条として規定している。  

○西南女学院大学学則 第１条 

本学は、教育基本法及び学校教育法に則り、キリスト教を教育の基盤として、

広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究するとともに、豊かな人間性を涵養

し、もって人類の福祉と文化の発展とに貢献する有為の人物を育成することを目

的とする。 

 大学短期大学部の目的は、西南女学院大学短期大学部学則第１条

として規定している。  

○西南女学院大学短期大学部学則 第１条 

本学は、キリスト教を教育の基本として女子に高い教養を授けるとともに生活

に必要な専門の教育を施し、よき社会人を育成することを目的とする。  

建学の精神、

使命・目的の

学内外への明

示方法  

 建学の精神、使命・目的の学内外への明示方法は、主として次の

通りである。  

・キリスト教教育  

・チャペルアワー  

・宗教関係行事の開催  

・式典等の各行事を通した建学の精神の涵養  

 ・規程集、学生便覧、大学案内、広報誌等の印刷物の配付  

 ・新入生オリエンテーション、新任教職員オリエンテーションに

おける説明  

 ・ホームページ  

現 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

状 

大学・短期大

学の個性・特

色等  

キリスト教に基づく女子の教養教育及び感恩奉仕の精神とこれを

実践窮行する人格教育、その上に、専門教育を行っている。  

キリスト教学、チャペルの出席などを含む、教養教育・人格教育

により、社会と国際性を学ぶ。「学生一人一人を大切にする」生活指

導、学習支援を行っている。  

それぞれの時代に有能な女性を輩出し、地域社会に認識されてきた。 



 

建学の精神  

（大学・大学

短期大学部の

基本理念を含

む）  

 今日、大学・大学短期大学部の建学の精神とされている「感恩奉

仕」は、西南女学院創設時に掲げられた校訓であり、この「感恩奉

仕」が建学の精神として、醸成された経緯を理解し、共通の認識と

した。  

本学内外に対する出版物『CAMPUS LIFE』、『GUIDE BOOK』な

どにおいて、キリスト教に基づく女子教育、「感恩奉仕」の人材の育

成に関する記述が多様だったので、統一する必要がある。  

 

大学・大学短

期大学部の使

命・目的（教

育 目 的 を 含

む）  

 大学の目的及び大学短期大学部の目的を掲げるにあたっては、学

則条文に規定される「目的」とは別に「目的 (教育目的等 )」を策定

するかどうかの議論を事前に行った。この議論は、「２００９年度改

善計画」の一環として、「学部の目的」、「学科の目的及び目標」、「別

科の目的・目標」の作成を学部長及び別科長に指示した際に、併せ

て行われたものである。  

 学部長及び別科長との議論を通して、また、文部科学省への認可

申請書類の記載内容等を事務部長に照会することなどを通して、大

学及び大学短期大学部の「目的 (教育目的等 )」を、それぞれの学則

に規定される「目的」とした。このことは、大学と大学短期大学部

の関係者 (役職者 )に大学評議会において文書により周知し、学内で

の共通理解を図った。  

大学 (２００９年１１月２０日付文書) 

 文書名：「大学の建学の精神・教育理念並びに教育目的及び教育目標について」 

大学短期大学部 (２００９年１１月２０日付文書) 

 文書名：「短期大学の建学の精神・教育理念並びに教育目的及び教育目標について」 

 大学評議会確認日 

 ２００９年度 第１２回 大学評議会（２００９年１２月３日）  

建学の精神、

使命・目的の

学内外への明

示方法  

 建学の精神、使命・目的の学内外への明示方法は、本学独自のも

のと学院 (法人本部 )によるものがある。  

 本学と学院 (法人本部 )のそれぞれが建学の精神、使命・目的を明

示しようとするとき、表現の不一致、用字用語に対する解釈の差異

など、学外へ明示するにあたっては、留意すべきである。  

 特に本年度は、次年度発行の『CAMPUS LIFE 2010』の作成にか

かる、「西南女学院の沿革 １．西南女学院の建学の精神について」

の執筆に際し、西南女学院の歴史及び本学の歴史を再確認し、用字

用語の使用について精査を重ねたことは、特記しておきたい。  

自 

己 

評 

価 

（
評
価
で
き
る
点
・
問
題
点
な
ど
） 

大学・短期大

学の個性・特

色等  

キリスト教に基づく女子教育、感恩奉仕の精神を涵養する教育が

行われ、理事長、院長、学長の折々のメッセージにもその精神が込

められている。教養教育に対して専門教育の比重が高くなってきて

いるなかで、各学部学科は建学の精神及び目的・目標の検討が行わ

れ、専門教育にも建学の精神が反映されるよう努力が払われている。 

キリスト教学担当の教員の補充、チャペルの充実と学生の出席な

どに課題があるが、前者は 2010 年度より 1 名就任することになった。

本学院の特色である国際性は近年多少後退しつつある感がある。  

 



 

建学の精神  

（大学・大学

短期大学部の

基本理念を含

む）  

キリスト教教育に基づく女子教育のために創設された西南女学

院、その創設時に掲げられた校訓「感恩奉仕」、その後に、短期大学

設置、大学設置の折々に建学の精神・理念が記されるなかで、この

校訓が、今日建学の精神となった。あらためて、その経緯をより明

確にして、この「感恩奉仕」の説明・解釈も時代と説明する人によ

り相違が見られるので、この点を検討して、明解なものとしたい。  

大学・大学短

期大学部の使

命・目的（教

育 目 的 を 含

む）  

 大学及び大学短期大学部の「目的 (教育目的等 )」を、それぞれの

学則に規定される「目的」とし、このことを、大学と大学短期大学

部の関係者 (役職者 )に大学評議会において文書により周知したこと

により、これにしたがって、「学部の目的」、「学科の目的及び目標」、

「別科の目的目標」の作成がすすめられた。  

 この作業が進捗するなかで、認可申請書類等、学則、学部学科及

び別科文書が教育研究組織として整合性をもつ形で学内に蓄積され

てきている。  

 上記の文書管理の徹底及び改訂時の精査の徹底を図りたい。また、

大学第三者評価受審にかかる「自己評価報告書」作成への活用を期

待したい。  

建学の精神、

使命・目的の

学内外への明

示方法  

本学と学院 (法人本部 )が多種多様な明示方法 (広報手段 )を有する

なかで、明示すべき内容のうち、特に本学に関する内容については、

用字用語の表現及び解釈に差異が生じないよう、院長と学長での協

議を行い、また実務担当者間での折衝を可能とするため、適宜、連

絡調整を図りたい。  

本学における新たにあるいは年度ごとに発行することになる印刷

物について、学院に関する内容を含む場合、これまでの学院及び本

学の印刷物の精査、各種申請書類の確認を行い、併せて法人本部に

照会するなど、慎重に作成をすすめたい。これには、大学第三者評

価受審にかかる「自己評価報告書」の作成を含んでいる。  

改 

善 

・ 

向 

上 

方 

策 

（
将
来
計
画
） 

大学・短期大

学の個性・特

色等  

本学の「建学の精神」を、全教職員が共通の意識を持って推進し、

キリスト教に基づく女子の教育による、より高い教養教育、人格教

育、専門教育を目指さねばならない。大学開設時に掲げた学科を超

えた統合教育とミッションスクールとしての国際性は、学科の専門

教育の充実と相反し、後退している。ＦＤそしてカリキュラムの検

討により一部においてでも復活を期したい。  

 



 

 

 

 

 

 

 

３．キ リ ス ト 教 教 育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２００９ 年 度 点 検 評 価 改 善 用 紙  

（キリスト教教育用） 

 

項 目 名  キリスト教教育  

作 成 者  宗教主事 古川敬康  評価・改善責任者  学長 植田浩司  

教育目的  

本学は、建学の精神、キリスト教に基づく女子教育を堅持して人間

形成を行うことを教育目的としている。キリスト教教育は、この目

的を達成するために、学生にキリスト教を基盤とする広い知識を授

け、そのための専門の学芸の教授・研究をすることにある。  

キリスト教教

育に関連する

組織について  

チャペル礼拝を中心としたキリスト教教育の活動を企画する機関

として、「宗教委員会」がある。業務は、「学生の宗教指導に関する

事項」及び「その他宗教に関する事」を「審議」することにある。  

構成は、委員長である宗教主事及び「各学科から選出された代表

者各 1 名」から成る。  

宗教委員会に関する事務は、学生課が処理している。その具体的

な働きは、本部に属するキリスト教センターの協力を得て機能的に

遂行されている。  

キリスト教に関する教科の授業は、各教員が行っている。その事

務は教務課が行い、カリキュラムについては、教授会で審議される。 
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状 
教育活動  

前項の目的を達成するため、具体的な教育活動及びその内容は下

記の通りである。  

１．チャペルアワーの実施  

建学の精神に触れる教育の「時」と「場」として本学設置以来行

っているものである。年３０回のチャペル礼拝の他に、キリスト教

教育強調の特別行事として、春秋のミッションデー及びクリスマス

礼拝を行っている。  

２．キリスト教学  

キリスト教学は必修科目とし、１年次の全学生が受講するように

カリキュラム上の工夫をしている。それはキリスト教を「学」とし

て位置付けて、学生がキリスト教の学問的な意義、神学的な基本的

概念を理解するためである。  

３．年２回の教会訪問  

学生は、具体的実践及び学びの場として、年２回近隣のキリスト

教会に礼拝出席し、クリスチャンの信仰による生きた姿に触れる機

会を得ている。  

４．自由参加活動  

学生自由参加の活動は教職員の協力を得て行われている。キリス

ト教センターでは、学生の種々な宗教活動への自発的な参加を促す

ため、組織的な広報活動として｢キリスト教センター便り｣を発行し

ている。  



学生支援  

（学習支援・

学生生活支援

など）  

 学生への支援の主たるものは、主軸としてチャペル活動とキリス

ト教学の授業を通して行われている。年間目標としては「チャペル

の充実」を掲げた。以下では、全体としての活動と実態を報告する。 

 

１． 通常のチャペルについて  

 

●大学 毎週木曜日 全学科 10:50～11:50 

学外講師延べ 10 人 学内講師延べ 16 人  

 

《学外講師》  

 ①城前和徳 日本バプテストシオン山教会牧師  

 ②平沢 茂 日本バプテスト北九州キリスト教会牧師  

 ③染森義孝 日本キリスト教団若松教会牧師  

 ④森上洋介 日本イエス･キリスト教団小倉教会牧師  

 ⑤ティファニー･ケイス ＣＭＡ礼拝ダンスミニストリー代表  

 ⑥福島義人 日本キリスト教団小倉篠崎教会牧師 

 ⑦金谷めぐみ 保育科非常勤講師（3 回）  

 ⑧山田雄次 日本バプテスト高須キリスト教会牧師  

《学内講師》 

  ①古川敬康 学院宗教主任、大学･短期大学部宗教主事（4 回）  

  ②岩阪憲和 院長（3 回）  

  ③江口敏一 福祉学科准教授  

  ④二木榮子 栄養学科教授  

  ⑤植田浩司 学長  

  ⑥飯田一郎 観光文化学科教授  

  ⑦学生部アワー 

  ⑧羅 明坤 観光文化学科教授  

⑨内山賢次 中学校･高等学校校長  

  ⑩ハンドベルクワイヤー 

  ⑪浅生慶子 助産別科長  

 

●短期大学部 毎週火曜日 

  生活創造学科 9:30～10:30  保育科 11:00～12:00 

（生活創造学科）学外講師延べ 12 人 学内講師延べ 13 人 

（保育科）   学外講師延べ 13 人 学内講師延べ 12 人 

 

《学外講師》 

①城前和徳 日本バプテストシオン山教会牧師（両学科）  

 ②鮫島則雄 日本バプテスト連盟門司港キリスト教会牧師（両学科）  

 ③綾塚ﾌｧﾐﾘｰﾊﾞﾝﾄﾞ 日本バプテスト北九州キリスト教会会員他（両学科） 

 ④伊藤保子 福岡ルーテル学園恵泉幼稚園園長（両学科）  

 ⑤八尋俊子 生活創造学科非常勤講師（両学科） 

 ⑥ティファニー･ケイス ＣＭＡ礼拝ダンスミニストリー代表（両学科） 

 ⑦金谷めぐみ 保育科非常勤講師（両学科 3 回）  

⑧高山聖子 卒業生、福岡女学院中学校･高等学校教諭（生活のみ）  

⑨田中秀一 愛の園保育園園長、シオン山教会会員（保育のみ）  

⑩山田雄次 日本バプテスト高須キリスト教会牧師（両学科）  

⑪久多良木和夫 日本キリスト教団北九州復興教会牧師（両学科）  

⑫岩切雄太 福音ルーテル八幡教会牧師、門司幼稚園園長（保育のみ）  



 

《学内講師》 

  ①古川敬康 学院宗教主任、大学･短期大学部宗教主事（両学科 3 回）  

  ②岩阪憲和 院長（両学科 2 回）  

  ③植田浩司 学長（両学科）  

  ④関 武純 生活創造学科教授（生活のみ 2 回）  

  ⑤ジョン･ポール･ラオキー 保育科准教授（保育のみ）  

⑥池田博子 生活創造学科長（生活のみ）  

⑦水田和江 保育科学科長（保育のみ）  

⑧学生部アワー （両学科） 

⑨内山賢次 中学校･高等学校校長（生活のみ）  

  ⑩田中綜二 理事長（保育のみ）  

 ⑪齊藤育子 保育科教授（両学科）  

 ⑫清水陽子 保育科教授（両学科）  

 

大学では、出席制となっている 1 年生の年間 31 回(ミッションデ

ー、クリスマス礼拝を含む。)のチャペル礼拝の学科別出席率は、看

護学科 74.1％、福祉学科 86.2％、栄養学科 90.0％、英語学科 80.8％、

観光文化学科 84.0％、助産別科 94.5％であった。1、2 年生共の全

学出席制となっている短期大学部の出席率は、1 年生 92.68％、2 年

生 79.73％であった。 

厳粛なチャペルを守り、学生の興味・関心に添い、学生のキリス

ト教理解が深まるように、週報の活用、講師の決定、「分かち合い」

等のプログラムの工夫をした。講師決定においては、ミッションデ

ー、クリスマス礼拝においても同様な考慮をした。大学では、毎回

出席者全員にチャペル応答カードを記入させている。週報に掲載す

る学生の感想の選択や質問への回答内容・表現は、キリスト教に対

する理解を深めることを重視し工夫した。これらも一因となって、

私語は減少した。  

新型インフルエンザ対策としてケーブルを用いて広い教室とマロ

リーホールとの二ヶ所で行う礼拝形式をとった。罹患防止が達成さ

れた一方で、学生からは、「早くマロリーホールで礼拝らしい礼拝を

したい」との声も多かった。  

 

２．ミッションデー（大学・短期大学部共通）  

5 月と 11 月に著名な学外講師を招き、キリスト教特別集会を行っ

た。  

 

大学･短期大学部  春季ミッションデー  

第 1 週 青野太潮 西南学院大学神学部長  

第 2 週 谷本 仰 南小倉バプテスト教会牧師  

 

大学･短期大学部  秋季ミッションデー  

第 1 週 松谷曄介 日本キリスト教団八幡鉄町教会牧師  

第 2 週 石橋大輔 札幌バプテスト教会副牧師 

 

ミッションデー応答カードの選択肢の中の「具体的に問題を抱え

ているので、誰か先生に聞いてもらいたい」に回答した学生への対

応については予め宗教委員会で協議した上で、まずはキリスト教セ



ンター事務室の職員が話を聞き、必要に応じて宗教主事、アドバイ

ザー及び学生相談室等に引き継いだ。  

 

 以下にミッションデーアンケート集計結果から抜粋する。  

〈大学 1 年生〉  

・メッセージ「共感」「よく理解できた」  

  （春季）58％  （秋季）62％ 

・讃美歌「歌ってみて楽しかった」「歌詞に共感」 

     （春季）72％  （秋季）59％ 

・信仰等「教会の礼拝に参加したい」 

     （春季）39％  （秋季）29％ 

・宗教的活動･集会「興味がある」 

     （春季）39％  （秋季）33％ 

〈短期大学部 1、2 年生〉 

・メッセージ「共感」「よく理解できた」 

  （春季）56％  （秋季）55％ 

・讃美歌「歌ってみて楽しかった」「歌詞に共感」 

     （春季）64％  （秋季）66％ 

・信仰等「教会の礼拝に参加したい」 

     （春季）26％  （秋季）23％ 

・宗教的活動･集会「興味がある」 

     （春季）19％  （秋季）19％ 

  

３．クリスマス礼拝（大学・短期大学部合同）  

 

12 月 17 日(木)13:00～14:50 於 九州厚生年金会館  

メッセージ：アルフォンス・デーケン 上智大学名誉教授   

 

デーケン先生のメッセージ「クリスマスの恵み～喜びとユーモア

～」はユーモアが愛に基づく人間理解から生まれる愛の表現である

という、大変分かりやすくユーモアに満ちたもので、学生は私語も

少なく傾聴していた。讃美歌合唱やハンドベル、パイプオルガン、

ピアノ演奏、独唱等のクリスマス音楽プログラムに加え、学生によ

って施設等への寄付のための献金祈祷がなされた。最後の全員での

ハレルヤの讃美では、多くの学生が感動する体験をしたという回答

が多かった。学生からは「本物に接した」という声が寄せられた。

若干の学生が携帯電話を操作していたが、マナーは「全体的に良い」

と評価された昨年度より一層改善されたとの感想が聞かれた。  

2009年度のクリスマス募金は総額275,116円 (前年度比＋14,898

円)で、寄付先は昨年度と同様に、日本キリスト教海外医療協力会、

久山療育園、NPO北九州ホームレス支援機構をはじめ、日本バプテス

ト連盟他11団体に捧げられた。 

 

４．大学短期大学部卒業記念としてマロリーホールのステンドグラ

スの寄贈  

  テーマ 「主の言葉」 

  聖 句  申命記５章５節 

   



１月２７日の献納式では、大学短期大学部卒業生から２００９年度

卒業記念品として、マロリーホールにステンドグラスが寄贈された。 

同学部代表の学生に対して学長から、１０枚目となるステンドグ

ラスの寄贈に対して感謝の言葉が述べられた。 

 

５．キリスト教センター（学院本部）の企画による活動への参加  

ハンドベルクワイヤー、ボランティア活動、教員によるグループ

活動への参加を促した結果、例年同様に、学生が参加している。昨

年度との違いは、広島女学院大学による「平和学習」に学生が１名

ではあるが、参加できたことである。  

 



 

教育目的  

キリスト教を教育の基盤とし、「感恩奉仕」の精神の継承として、

キリスト教教育による人間形成を行うことが最大の目的である。  

現在、一般的な教育現場では、社会不安や経済的悪化による影響

から、安定した収入を得ることのできる就職、そのための資格取得・

単位取得に直結する学科・授業への偏重が著しく、普遍的で見えな

い精神的成長を促がす教育活動は学生から軽視される傾向にある。

本学の学生を取り囲む教育環境もこのようなものであることから、

目的達成のためには、人格涵養の根本に位置する本学の教育目的を

前面に掲げていくことがますます必要となっている。  

キリスト教教

育に関連する

組織について  

学生 1 万人以下の大学経営の厳しい私学の状況下では、今後、組

織再編を行う場合には、効率よく機能を果たせる最小限度の人数に

よる組織を構築することが必要である。  

１．キリスト者でない委員が宗教委員会に加わっていることについ

ては、その審議によって活動成果が向上していることから、今後の

宗教委員会のあり方として評価できる。  

２．学生課とキリスト教センターとの協力関係については、多種多

様な事務業務の業務分担の煩雑さを克服して、宗教委員会の審議に

向け事前準備がなされ、学生への働きかけもよく成し遂げられてい

ることから、大いに評価できる。課題は分担の単純化と明確化を促

進することである。  

３．難点の一つとして挙げられてきた大学短期大学部の「キリスト

教学」の専任教員の欠員状態は次年度４月から解消されるので、全

体で専任教員２名体制となる。キリスト教教育に大きな力となる見

通しが立ったことは評価できるが、課題は、教育機能を発揮する効

率的な体制をどのように構築していくかである。  

教育活動  

１．チャペル礼拝の充実に関しては、私語の減少傾向は組織的な協

力によるキリスト教教育活動の総合的な結果であると評価できる

が、反面、真剣に出席している学生からは少数の学生の「迷惑私語」

が目立ち始め、応答カードに「苦情」が出されている。マナーの指

導の課題があるが、根本的には私語をする少数の学生にとって興

味・関心のある礼拝をどのように作るかである。  

２．大学に関して、「２年になっても出来るだけ出席したい」と応答

カードに記す学生が多いが、結果的には「チャペル卒業」の傾向が

ある。２年次以降のキリスト教関連の授業でチャペル出席を奨励す

ることや毎週のチャペル礼拝内容の紹介等の工夫は、今後も必要で

ある。  

自 

己 

評 

価 

（
評
価
で
き
る
点
・
問
題
点
な
ど
） 

学生支援  

（学習支援・

学生生活支援

など）  

１．「チャペル礼拝の充実」という年間目標を２年間継続したが、  

私語の減少傾向は、活動の焦点化・活動ポイントの確認により、あ  

る程度目標が達成されたことの結果であると評価できる。  

２．教職員のチャペル礼拝出席が少ないが、現学長になって積極的  

な出席の奨励がなされ、「教員のチャペル出席」は微増傾向にある。 

昨年の「責任者記入欄」にあるように、教職員は常に学生の傍らに  

いて時間と空間を共有して対話することが「学生支援の最たるもの」 

であることの共有認識の形成を継続的な課題として取り組む必要が  

ある。  

３．新入生には初めてキリスト教に触れる者が多く、チャペル礼拝



やキリスト教学に違和感を覚えて、その意義を見出しえない学生も

いたが、回を重ねる毎に、「癒される」、「勉強がこれで出来るよ

うになった」、「命の尊さが分かった」、「親に感謝したい」、「や

はり学校は続けたいと思った」等、応答カードのコメントにも変化

がみられるようになった。また、学生からの人生相談や試験や手術

前の祈りのリクエストもなされている。それだけに、キリスト教に

関する授業の存在、チャペルの講師の講話、奏楽者の演奏、讃美歌

の選択、週報による働き等は、人格的成長と共に精神的安定をもた

らし学習意欲・集中力を支える等学生支援として価値がきわめて大

きいと評価できる。  

４．ミッションデーに関しては、終了後のアンケートに「具体的に

問題を抱えているので誰か適当な先生に聞いてもらいたい」と答え

た学生への対応を、例年同様にきめ細かにしたことで、学生の満足

を得たと思える。 

５．クリスマス礼拝では、九州厚生年金会館を使用できたことで、

多くの教職員の出席を得ることが出来た。また、学生の満足度も大

きかったことなど、一連のプログラムは高く評価できる。講師の方

から「学生の聴く態度が良い」、「プログラムが良く出来ています」

という評価を頂いた。宗教委員会で、良い評価をされた昨年以上に

学生のマナーが良かったという感想が述べられるなど改善がみられ

たことは大きい。  

６．キリスト教センター（学院本部）との連携的協力関係による８

月の広島女学院大学による「平和学習」は、昨年の不参加にもかか

わらず、学生の参加があったことは、学生のニーズに応じた大切な

プログラムの継続として評価できる。ハンドベルクワイヤーやボラ

ンティア活動への呼びかけとその活動が継続してなされていること

は、学生の人格的成長への支援として同様に評価できる。  

 



 

教育目的  

改善は、現在の教育目的を維持し、より実体化させることである。

すなわち、学生がその実質的内容を認識し興味・関心を持てるよう

に、キリスト教教育の教育目的を周知させ、活動を組み立てていく

ことである。  

 具体的内容としては、先の述べたように、安定した収入を得るこ

とのできる就職、そのための資格取得・単位取得に直結する学科・

授業だけではなく、学生自らの精神的成長をもたらすような教育活

動が如何に重要であるかを認識できるように指導することである。  

キリスト教教

育に関連する

組織について  

教育目的を上記のように焦点化した場合、この課題は宗教委員会

やキリスト教関係の専任教員だけでは解決できず、その解決には、

全教職員で取り組み、各々がどのように担うかについて具体的且つ

十分なコンセンサスを形成することが必要である。今後、組織の面

で、大学の宗教委員会の構成委員となる委員（各学科から選出）に

はキリスト者以外の委員の積極的登用も考慮し、様々な立場からの

指導、助言を尊重しつつ、学内組織図の中でどのように推進してい

けばよいかを、宗教委員会で、協議・検討を継続していく必要があ

る。  

教育活動  

１．2 年次以降の学生のチャペル参加の呼びかけの手段として、キ

リスト教関係の授業との関連で、成績評価の一つにチャペル礼拝の

レポートを加味している。1 年次生のチャペル礼拝一部制を継続し

ても、未だ空席があるので、今後も、この体制のもとで呼び掛けを

推進していく。本質的方策はチャペル礼拝の中身の充実である。  

２．キリスト教学の専任教員の補充人事に関することでは、学生の

人格陶冶に十分なケアが期待出来る教員が採用されることとなっ

た。専任教員２名によって教育機能を発揮する効率的な体制作りの

工夫が必要である。  

３．教科の授業を始め、教育活動の充実を有機的に図るために、非

常勤講師との相互コミュニケーションをより一層蜜にする工夫が求

められる。  

改 

善 

・ 

向 

上 

方 

策 

（
将
来
計
画
） 

学生支援  

（学習支援・

学生生活支援

など）  

１．チャペル出席の意義の理解を深められるように、一層強く奨励

し、「分ち合いの時間」を活用して、学生の参加意識を高める具体的

な工夫などを行う一方で、内容の一層の充実を図り学生･教職員双方

にとって魅力的なプログラム作りを強化する。 

２．チャペル応答カードにおいて、学生からの最も多い要望は、「私

語」のないチャペル礼拝で集中したい、という内容である。一部の

学生ではあっても、今後も、私語を抑制する環境の整備を検討して

いく必要があるが、学生委員にチャペル礼拝改善のためのアンケー

トを実施した結果を活用する。  

３．学生支援については、「学生の居るところに教職員も居る」とい

うことがまず大切である。実際、教職員と学生との会話において、

チャペルでの講師の講話内容がとりあげられるという事態は、教育

的支援を促すものとして好ましいものである。大学・大学短期大学

部の教職員へのチャペル出席の呼びかけを現学長が積極的にされて

いる。宗教委員会を含め、いずれの機関がどのように行うのが良い

かという点を明確にし、教職員の出席増加を図ることが学生支援の

一環とし不可欠である。  

４．以上から、2007 年度以来、年間目標を「チャペルの充実」とし

て学生支援を行っているが、次年度もこの目標を目指す必要がある。 



５．チャペル礼拝とキリスト教関係の授業以外での教育活動として、

キリスト教センター（本部）との協力関係をますます緊密にしてい

くことが学生支援の充実に不可欠となる。  
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